
 

2020年度 学校評価アンケート結果・考察 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

①学習の基本的な内容は分かっている

1 そう思う 2 だいたいそう思う 3 あまり思わない 4 思わない

５8％

３５％

子どもアンケート 
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＜考察＞ 

新学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」が求められ、本校でも、それを目標とした授業づくりに取

り組んできました。昨年度末に引き続き、新年度開始から、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための一斉休

校となりましたが、学校再開後は感染防止に気を配りながら、徐々にグループでの活動を取り入れるなど、工夫

して実践をしてきました。 

児童（４～６年）のアンケートを見てみると、「そう思う」「だいたいそう思う」と回答した児童の割合が②「友

だちの話を聞き、自分の考えに生かしている」③「自分の意見や発表をみんながしっかりと聞いてくれる」の項

目では、今年度も昨年同様約 90％と高く、さらに、昨年度は課題とされていた④「授業や学級会などでは、自分

の意見を持ち、相手に伝わるように発表している」の項目が昨年度よりも高くなり、80％を超えました。自分の

意見を相手に伝わるように工夫するようになり、それを実感できるようになったと思われます。「主体的・対話的

で深い学び」の充実において、表現の工夫は大切なことなので、今後も引き続き、取り組んでまいります。また、

⑯「避難訓練などを通して、自分の命を守る方法を学び、真剣に取り組んでいる」では約 96％と高い割合でした。

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、例年より避難訓練の回数を減らし、実施の仕方もポイントを絞っ

た形に縮小しましたが、「自分の命を守る」ということに対して、より現実感を覚え、集中して取り組んだ成果で

はないかと思われます。今後も災害やこの度の感染症など、様々な出来事に備える気持ちや、自他の命を大切に

する姿勢を、児童一人ひとりが持って生活できるよう、取り組んでいきたいです。 

保護者向けアンケートでは、例年通りの行事や保護者との関わりが出来なかったこともあるからか、全体を通

して「わからない、判断できない」の割合が昨年度より増えていました。特に⑨「本校では、地域講師・地域ボ

ランティア・保護者などとの関係づくりを進め、豊かな教育に努めている」の項目では、昨年度の 2 倍に当たる

約 15％がそう答えていました。例年通りの活動が出来ない中でも、学校に対して、児童に対して、温かい思いや

りや励ましのエールをいただき、お互いに可能な範囲で関わってきたことを、もう少し工夫して保護者の方々に

伝えることができればよかったと思っています。来年度もこの状況は続くと思われますので、より一層工夫して

いきたいと思います。また、①「お子さんは、学校での教育活動により、読む力・書く力・計算する力など基礎・

基本的な学力が身についている」の項目では、「そう思う」「だいたいそう思う」の割合が昨年度よりも高くなり、

今年度は 90％を超えました。長い休校期間を経て学校が再開した後、児童の学習の遅れを取り戻そうと、授業の

工夫をした結果、さらには各家庭でも、補っていただいた結果であると思います。今後も引き続き、基礎・基本

の定着を目指した授業方法の工夫・改善に取り組んでいきたいと思います。 


